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親子二代で南稚内を元気にする 株式会社コバヤシ観光（読者プレゼントあり）
南稚内を楽しもう オレンジ通り商店街グルメマップ
オレンジ通り商店街振興組合 専務理事 兼 青年部 部長 本山 哲司さんに聞く
南稚内の重鎮4人によるディスカッション 大黒地区発展協議会 座談会
新しいスポーツの風 みどりスポーツクラブわっかない
稚内しんきん 新南支店ビル「みなくる」の紹介
●1階/南支店 ●２階/当金庫営業戦略センター、システム情報センター
●３階/わかば商事㈱、北都観光㈱が入居

Vol.130 CONTENTS

稚内しんきん 南支店 新築移転オープン！
2023年5月8日㊊、 新南支店ビル「みなくる」に生まれ変わりました。
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※南支店ビルの愛称です。

南地区特集号

南地区特集号



株式会社コバヤシ観光
稚内市こまどり3丁目9番2号　  0162-23-7381    0162-23-7382
■事業内容／飲食業、料理品小売業　■設立／1971（昭和46）年6月29日
■資本金／1,410万円　■社員数／職員10名、ベトナム人4名、パート・アルバイト21名 計35名

1949（昭和24）年、豊富町生まれ。小学４年生の時、稚内市へ転居。
学校卒業後は稚内市内のスーパーなどで精肉の仕事を覚え、その後も一貫して食に携わる仕事に従事。
29歳の時、㈱コバヤシ観光の前身であるマル金観光に入社。のちにマル金観光を承継し、1988（昭和63）年、代表取締役に就任。
2008（平成20）年、代表取締役を退き、㈱コバヤシ観光、コバヤシフーズ㈱の取締役会長に就任。

　

北
海
道
出
身
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
人
、

「
オ
テ
ル
・
ド
ゥ
・
ミ
ク
ニ
」
の
オ
ー

ナ
ー
で
あ
る
三
國
清
三
シ
ェ
フ
と
連
携

し
た
、
北
海
道
の
食
の
魅
力
を
発
信
す

る
事
業
（
札
幌
市
が
実
施
）
「
北
海
道

食
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ロ
マ
ン
」
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
道
内
各
地
に
点
在
す

る
特
徴
的
な
食
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る

歴
史
・
文
化
・
伝
統
な
ど
を
結
ぶ
と
地

図
上
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
型
の
軌
跡
が
浮

か
び
上
が
る
こ
と
か
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ロ
マ
ン
と
命
名
さ
れ
、
札
幌
市
を
含
む

道
内
２８
の
市
町
と
と
も
に
、
食
を
核
と

し
た
新
た
な
魅
力
・
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
事
業
に
は

稚
内
市
も
含
ま
れ
、
昨
年
１１
月
に
行
わ

れ
た
商
談
会
（（一社
）さ
っ
ぽ
ろ
産
業
振

興
財
団
主
催
、
㈱
エ
ー
ス
北
海
道
、
ス

ハ
ラ
食
品
㈱
と
の
連
携
協
力
）
に
は
、

稚
内
市
に
本
社
・
本
店
・
事
業
所
を
有

す
る
食
の
関
連
事
業
者
１４
社
が
参
加
し
、

高
い
評
価
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
か
で
も
最
も
多
く
の
注
目
を
集
め
、

バ
イ
ヤ
ー
か
ら
絶
賛
さ
れ
た
商
品
が
、

今
回
ご
紹
介
す
る
㈱
コ
バ
ヤ
シ
観
光
の

『
小
林
さ
ん
家
の
つ
ぶ
煮
』
で
す
。

　

写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ど
う
で
す
、

こ
の
貝
殻
付
き
の
つ
ぶ
の
堂
々
た
る
風

格
。
一
見
、
た
だ
単
に
ボ
イ
ル
し
た
だ

け
の
青
つ
ぶ
に
見
え
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
実
は
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

キ
メ
細
や
か
な
手
仕
事
が
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
砂
出
し
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ぶ
ら

（
唾
液
腺
の
こ
と
で
、
神
経
毒
の
一
種

で
あ
る
テ
ト
ラ
ミ
ン
が
含
ま
れ
る
）
を

除
去
し
た
う
え
で
、
再
度
剥
き
身
を
殻

の
中
に
キ
レ
イ
に
巻
き
納
め
て
い
る
の

で
す
。
し
か
も
こ
れ
が
ま
た
、
つ
ぶ
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
柔
ら
か
く
ボ
イ
ル
さ

れ
、
利
尻
昆
布
と
か
つ
お
節
・
さ
ば
節
、

煮
干
し
の
品
の
良
い
合
わ
せ
出
汁
が
、

こ
の
貝
特
有
の
磯
の
匂
い
を
抑
え
、
美

味
し
さ
だ
け
を
上
手
に
引
き
出
し
て
い

る
優
れ
た
新
商
品
な
の
で
す
。

　

稚
内
観
光
物
産
協
会
の
会
計
監
事
で

も
あ
る
同
社
の
小
林
会
長
は
、
こ
れ
ま

で
稚
内
の
地
場
産
品
を
宗
谷
管
内
は
じ

め
道
内
外
へ
広
く
宣
伝
し
、
安
心
・
安

全
な
商
品
を
自
信
を
持
っ
て
紹
介
し
て

き
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
初
め
て
自
社
商

品
も
仲
間
入
り
し
た
よ
う
な
格
好
で
す
。

　

決
し
て
生
産
効
率
の
よ
い
商
品
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
商
品
誕
生
の
プ
ロ
セ

ス
に
は
、
コ
バ
ヤ
シ
観
光
の
情
熱
と
プ

ラ
イ
ド
が
生
き
て
い
る
の
で
し
た
。

■
商
品
が
生
ま
れ
た
キ
ッ
カ
ケ
は
？

　
小
林 

直
樹 

社
長
に
聞
く

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
４
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
が
、
仕
出
し
と
居
酒
屋
な
ど
７
つ
の

飲
食
店
を
営
む
当
社
も
例
に
漏
れ
ず
大

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
を

契
機
に
新
し
い
こ
と
を
考
え
な
さ
い
と

い
う
天
か
ら
の
啓
示
な
の
か
と
も
思
い
、

事
業
再
構
築
補
助
金
な
ど
の
支
援
も
受

け
な
が
ら
、
時
に
は
こ
ち
ら
か
ら
出
向

く
事
業
、
従
来
な
か
っ
た
新
商
品
を
お

届
け
す
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
一
昨
年

か
ら
取
り
組
み
は
じ
め
ま
し
た
。

　

つ
ぶ
は
も
と
も
と
仕
出
し
料
理
や
宴

会
の
オ
ー
ド
ブ
ル
の
中
に
添
え
る
お
惣

菜
と
し
て
製
造
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
、
新
た
に
主
役
と
し
て
世
に

躍
り
出
た
画
期
的
な
商
品
で
す
。

　

当
社
は
稚
内
市
内
や
札
幌
・
旭
川
で

の
イ
ベ
ン
ト
出
展
も
積
極
的
に
行
っ
て

き
た
の
で
す
が
、
実
は
１０
年
ほ
ど
前
、

旭
川
で
行
わ
れ
た
『
食
べ
マ
ル
シ
ェ
』

で
、
一
度
お
叱
り
を
受
け
た
経
験
が
あ

る
の
で
す
。
そ
の
商
品
が
つ
ぶ
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
一
つ

だ
け
砂
出
し
が
不
十
分
な
も
の
が
混
入

し
、
そ
れ
を
購
入
さ
れ
た
ご
婦
人
か
ら

『
よ
く
こ
ん
な
も
の
を
売
れ
る
わ
ね
』

と
批
判
さ
れ
、
顔
か
ら
火
が
吹
き
出
る

ほ
ど
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
消
費
者
か
ら
い
た
だ
い
た
声

を
胸
に
会
長
と
私
、
そ
し
て
製
造
責
任

者
で
あ
る
常
務
の
３
人
の
飽
く
な
き
挑

戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。
砂
出
し
、
あ
ぶ

ら
取
り
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
柔

ら
か
く
美
味
し
い
つ
ぶ
に
な
る
方
法
を

極
め
て
き
た
の
で
す
。
叶
わ
ぬ
夢
で
し

ょ
う
が
、
も
し
可
能
な
ら
、
あ
の
日
の

ご
婦
人
に
も
食
べ
て
も
ら
い
た
い
｜
、

そ
ん
な
自
信
作
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
」

■
コ
バ
ヤ
シ
観
光
っ
て
ど
ん
な
会
社
？

　
小
林 

三
代
吉 

会
長
に
聞
く

　

「
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
４５
年
前
、
こ
こ

（
稚
内
市
こ
ま
ど
り
）
に
入
浴
や
宿
泊
、

娯
楽
を
兼
ね
た
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー
を
経
営
し
て
い
た
『
マ
ル

金
観
光
』
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
私

が
入
社
し
、
の
ち
に
事
業
を
承
継
し
た

の
が
コ
バ
ヤ
シ
観
光
の
は
じ
ま
り
で
す
。

　

私
が
こ
の
会
社
で
取
り
組
ん
で
き
た

主
要
な
事
業
は
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

に
お
客
さ
ま
に
来
場
し
て
い
た
だ
く
企

業
か
ら
、
お
客
さ
ま
の
も
と
へ
作
っ
て

お
届
け
す
る
企
業
へ
事
業
転
換
を
図
っ

た
こ
と
。
そ
れ
が
現
在
の
『
仕
出
し
処

こ
ま
ど
り
』
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
市
内
オ
レ
ン
ジ
通
り
に

『
つ
ぼ
八
南
稚
内
店
』（
稚
内
初
の
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
）
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
こ
と
で
す
。
稚
内
の
歓
楽
街
が
中
央

地
区
か
ら
南
稚
内
へ
移
行
し
た
、
そ
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
が
つ
ぼ
八
で
し
た
。

　

そ
し
て
３
つ
目
は
、
オ
レ
ン
ジ
通
り

に
5
階
建
て
の
飲
食
店
ビ
ル
『
大
黒
ビ

ル
』
を
新
築
し
、
焼
肉
店
、
焼
鳥
と
蕎

麦
の
店
（
現
在
一
時
休
業
）、
家
族
や
グ
ル
ー

プ
、
宴
会
に
も
対
応
し
た
多
彩
な
飲
食

店
と
テ
ナ
ン
ト
業
務
、
つ
ぼ
八
が
入
居

す
る
マ
ル
金
ビ
ル
で
は
海
鮮
ろ
ば
た
の

店
も
営
業
し
、
市
民
は
じ
め
観
光
客
の

夕
食
難
民
を
救
う
使
命
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
ニ
ー
ズ
の
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
専
門
店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
炭

火
や
き
と
り
も
開
始
し
ま
し
た
。
今
後

の
新
規
出
店
や
商
品
計
画
も
あ
り
、
息

子
と
と
も
に
実
現
し
な
が
ら
元
気
な
南

稚
内
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。」
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親
子
二
代
で
南
稚
内
を
元
気
に
す
る

株
式
会
社
コ
バ
ヤ
シ
観
光

小林 三代吉さん
取締役会長1973（昭和48）年、稚内市生まれ、稚内市育ち。

稚内大谷高等学校卒業後、稚内北星短期大学に入学。
卒業後、24歳から同社のグループ会社であるマル金商事㈱に入社。

2008（平成20）年に㈱コバヤシ観光、コバヤシフーズ㈱の代表取締役に就任。
小林 直樹さん
代表取締役社長

新
発
見
！

北
の
恵
み

from Wakkanai

新
商
品
開
発
者

Spring Present
読者プレゼント

㈱コバヤシ観光の「小林さん家
のつぶ煮」を抽選で5名様にプ
レゼントいたします。
ご希望の方は、おハガキに「小
林さん家のつぶ煮」と書き、①住
所 ②氏名 ③年齢 ④職業 ⑤電
話番号 ⑥ジャスト・ナウに対す
るご意見、ご感想などをご記入
のうえ下記まで郵送ください。

●送先／〒097－0022
　稚内市中央3丁目9番6号
　稚内信用金庫
　ジャスト・ナウ編集部行
●締切／2023年7月３１日（月）
 （当日消印有効）
●当選者の発表／商品の発送を
もって換えさせていただきます。
※８月中旬頃発送予定

プレゼント商品
小林さん家のつぶ煮
（約１kg／冷凍）

Food Information
more detailed description is …

名 称

原材料名

内 容 量
保存方法
賞味期限

味付煮つぶ（冷凍）
つぶ（北海道宗谷沖）、
醤油、昆布、かつお節、
さば節、いわし煮干し、
米発酵調味料、水飴、
酵母エキス / 調味料
（アミノ酸等）、ビタミ
ン B1（一部に大豆・
さばを含む）
約１kg
-１８℃以下
半年間（冷凍の場合）

●栄養成分表示（１００gあたり）
熱量　１２０kcal
たんぱく質　19.4g
脂質　3.5g
炭水化物　2.6g
食塩相当量　1.7g

(推定値)

標準小売価格（消費税別）
●1kg…￥2,300　●600g…¥1,670
※卸先やネット販売では異なる場合があります。

稚
内
の
特
産
品
や

地
域
資
源
の
価
値

向
上
を
図
る「
稚

内
ブ
ラ
ン
ド
」に
も

認
定
。

稚
内
に
新
名
物
が
誕
生
す
る
兆
し
。

宗
谷
岬
産
の
貝
殻
付
き「
小
林
さ
ん
家
の
つ
ぶ
煮
」が
、

北
海
道 

食
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ロ
マ
ン
で
、バ
イ
ヤ
ー
か
ら
絶
賛
！

㈱コバヤシ観光グループ／仕出し処 こまどり
キッチン倶楽部 菜好／七輪焼肉 炭八／キッチンカー 炭火やきとり 鳥吉

コバヤシフーズ㈱グループ／つぼ八 南稚内店
北の海鮮ろばた 魚吉／炭火やきとり 鳥吉 大黒店

自然解凍で2時間、電子レンジ500Wで２分。

解凍後は殻から出して、そのままどうぞ。
殻ごと炙ったり、少し蒸すと、より美味しさが引き立ちます。

み　　 よ　　 きち

ち

ち

宗
谷
岬
の
厳
海
で
育
っ
た
つ
ぶ
貝
を
ご
堪
能
あ
れ
。
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大黒１丁目

大黒２丁目

大黒３丁目 大黒４丁目 大黒５丁目

ホテル
ニューチコウ

JR豊
富
駅
→

ホテル大将

大黒南神社
（南稲荷）

JR宗谷本線

JR南稚内駅

ホテル
御園

武藤はくぜん
●

ク
　
サ
　
ン
　
ル
　
川

稚内しんきん
旧南支店

稚内しんきん
新南支店ビル
「みなくる」

●
ワークショップ ハタノ

谷金物
商事

西條 稚内店

ホテル
奥田屋

●武藤フラワー
meguruhana

●
メガネの
太陽堂

大黒
交番

木越商店
●
セイコーマート大黒店

稚内
グランド
ホテル

ツルハドラッグ
南稚内店

稚内市立図書館

稚内市道営住宅 であえーる 大黒団地

JR宗谷本線

●
むとう市民斎場稚内

オレンジ通り

オレンジ通り商店街グルメマップ
JR南稚内駅からのびる「オレンジ通り商店街」は、日本最北の歓楽街。

大黒2丁目（直線距離で約350m）のストリートの両サイドには、

多くの飲食店ビルが建ち並び、140店前後の飲食店がひしめいています。

風情ある夜のその盛り場も、コロナ禍で元気を失いつつありましたが、

感染防止に努めながらテイクアウトや料理・サービスに工夫を凝らし

頑張っている元気な居酒屋さんなどのお店を自信を持って紹介します。

南稚内を楽しもう

オレンジ通り商店街グルメマップ

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

Lunch有

コーヒー＆
スパゲティ
Popai
Launch有

食事処 ことぶき
Lunch有

わっかないっ子
みかく Lunch有

→
潮見
宗谷岬

副港通

副港通

←中央地区

←JR稚内駅

検索して
みよ

真っ赤な社殿と二基の鳥居。
小さいけど綺麗な神社です。
 大黒なので大黒様＝

大國主神と関係があるのかな？

 集まるの
何年ぶり？
久しぶりの
女子会だね！

　
給
料
も
出
た
し
、

今
夜
は
贅
沢
に

カ
ウ
ン
タ
ー
寿
司
と

 

い
き
ま
す
か
。

　 

　
今
年
こ
そ
は
、

み
ん
な
で
マ
ス
ク
を
外
し
て

　
８
月
の
南
の
お
ま
つ
り

﹁
オ
レ
ン
ジ
通
り
夏
祭
り
﹂
を

　
　
　
楽
し
み
た
い
ね
。

　　 大黒地区の
冬は、アイスキャンドルが
　 とってもキレイ！

オレンジ通り

Orange

Street

Orange

Street

良き時代の風情が漂う
日本最北の歓楽街！！

飲んだら乗るな。
　稚内駅から
南稚内オレンジ

通りまでタクシーで
￥1,000～1,500

1 11

10

2
3

4

5

6

7
8

9

こ
ん
な
感
じ
の

イメージです。

Wakkanai Orange Street
Gourmet Map

大
黒
ビ
ル

マル金ビル

サンバレービル

菓子夢工房くどう

　 

オ
レ
ン
ジ
通
り
は

和
食
の
美
味
し
い
店
や
居
酒
屋
、

 

お
寿
司
、
蕎
麦
、
ラ
ー
メ
ン…

　
中
華
も
洋
食
も
、
な
ん
で
も

 

揃
っ
て
い
る
商
店
街
で
す
よ
。

ス
ナ
ッ
ク
や
パ
ブ
、
バ
ー
も
あ
り
、

ど
の
店
の
マ
ス
タ
ー
・
マ
マ
も

気
さ
く
で
人
情
味
が
あ
り
ま
す
。

 

い
ま
南
稚
内
に

着
い
た
の
で
す
が
、

食
事
は
で
き
ま
す
か
？

※表示価格はすべて消費税込み。

つぼ八 南稚内店（個室有）●1
酒の肴からお食事など、安く提供させていただ
きます。大衆居酒屋として沢山のお客さまに喜
んでもらえるよう心掛けております。
オススメ●若どりザンギ￥539●軟骨入りつく
ね盛合せ￥968●つぶ焼￥748●豆乳揚げパ
ンアイス￥528
■稚内市大黒２丁目７番３２号
■0162-23-2482
■7:00～23:30　■月曜日　■約120席

お持ち帰り専門店 鳥吉 大黒店●2
秘伝の味付けと炭火で焼き上げた「ジャンボ焼
鳥」が大人気の持ち帰り専門店です。一度食べ
たらやみつきになります！
オススメ●ジャンボやきとり1本￥200●手羽
先から揚げ3本￥421・10本￥1,058●炭火や
きとり弁当￥583●炭火焼チキンレッグ￥540
■稚内市大黒２丁目７番32号（つぼ八南稚内店裏）
■0162-73-6651
■14:00～20：00　■月曜日

北の海鮮ろばた 魚吉（個室有）●3
こだわりの地場産食材と厳選された日本酒を
堪能できる店です。地元の方も観光で稚内を
訪れた方にもきっとご満足いただけます。
オススメ●宗谷黒牛の炭火焼き￥1,078●宗
谷産つぶ煮￥575●銀杏草のサラダ￥660●
サロベツ合鴨の燻り焼き￥902
■稚内市大黒２丁目７番32号（つぼ八南稚内店2階）
■0162-24-7641
■17:00～23:30　■日曜日　■約60席

大衆酒場 ユーダリル●4
切れのあるサワーと自慢の料理をお楽しみく
ださい！ 貸切宴会も承ります！
オススメ●焼き餃子￥380●ペパロニのピザ
￥1,800●鶏の唐揚げ￥550●担担麺￥1,200
■稚内市大黒2丁目2番22号
■0162-73-4733
■17：00～　■不定休　■34席

すし処 美奈味●5
地元の人で賑わうお店。新鮮な魚介と美味しい
お酒を提供します。
オススメ●握り/おまかせ（十二貫）￥3,600●
特上（八貫）￥2,600※お好み各種、一貫から握
ります。
●丼物/生ちらし￥2,800●鉄火丼￥2,600
■稚内市大黒2丁目2番14号
■0162-24-4448
■17：00～22：00　■日曜日　■25席

菓子夢工房くどう●11
和菓子、洋菓子など豊富な種類を用意していま
す。お客さまの笑顔を思い浮かべながら、毎日
一つひとつ丁寧にお作りしています。
オススメ●シェフの帽子￥174●ボトルショー
ト￥600●大黒町ロール￥723
■稚内市大黒2丁目7番30号
■0162-23-2956
■9：30～19:00/休日18:30まで
■水曜日及び木曜日（不定休）

HP

寄処 旬（予約営業）●10
予約のみで営業しています。ご予算に応じて、
旬の食材を使ったお料理を提供いたしますの
で、お電話にてご相談ください。
■稚内市大黒2丁目8番17号
■090-8906-8896
■18:00～ 要予約
■カウンター５席、テーブル２卓 最大20名 

えぞ番屋●9
昭和51年創業。今は亡き先代が3年がかりで
考案した秘伝のたれに漬けたエゾ鹿肉のジン
ギスカン、大根の揚げ出しもおすすめです。
オススメ●鹿のたたき￥660●刺身盛り合わせ
1人前￥1,320●たこザンギ￥715●大根の揚
げ出し￥605
■稚内市大黒2丁目9番5号
■0162-22-3207
■17:00～22:00　■日曜日　■60席 

キッチン倶楽部 菜好（宴会場有）

FREE
Wi-fi

●8
上質な空間とサービス、地物魚介類などの食材
を中心としたこだわりの料理が堪能できます。
全室個室ですので、ゆったりとお楽しみください。
オススメ●勇知いものぽてとフライ￥480●宗
谷黒牛ステーキ￥1,280●刺身六品盛￥1,880
●ピザ・マルゲリータＭ￥1,480
■稚内市大黒２丁目1番9号 大黒ビル2階
■0162-24-5111
■17:00～23:30　■火曜日　■約100席

七輪焼肉 炭八●7
独自に調合した調味塩が肉の旨味を引き出し
ます。とりわけおすすめは「塩ホルモン」!炭火焼
きの風味がプラスされた格別の美味しさです。
オススメ●牛カルビー¥638●牛サガリ¥935
●豚ホルモンミックス¥429●ラムサガリジン
ギスカン¥506
■稚内市大黒２丁目1番9号 大黒ビル1階
■0162-24-0358
■17:00～22：30　■年中無休　■約40席

串姫煮太郎●6
焼き鳥のほかにも多くのメニューを取り揃えて
います。ご宴会も承っておりますので、お気軽
にご相談ください。ご来店、お待ちしています。
オススメ●鶏モモ1本￥160●サガリ山わさび
1本￥330●牛タン1本￥320●ナンコツつくね
1本￥220
■稚内市大黒2丁目２番２８号
■0162-23-8288
■17：30～0：00　■日曜日　■38席

（現金のみ）

（現金のみ）

（楽天PAYのみ）（PayPayのみ）
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稚内市生まれ。高校まで稚内で過ごし、平成5年学校法人ルネス学園金沢校に進学。卒業後、丸井産業㈱（金沢営業所）入社。
平成13年同社を退社しUターン。家業である㈱谷金物商事に入社。平成25年、代表取締役就任。
現在、オレンジ通り商店街振興組合専務理事 兼 青年部 部長として地域振興と活性化の先頭に立つ。
（公団）北海道サッカー協会理事、宗谷地区サッカー協会理事長としても熱心に活動し、宗谷地区のサッカー界の発展に貢献する。

　
南
稚
内
は
埋
立
地
で
、
現
在
の
バ
ス

通
り
（
オ
レ
ン
ジ
通
り
と
国
道
４０
号
の

間
）
の
向
こ
う
は
海
で
し
た
。
市
の
居

住
地
は
南
へ
と
伸
び
、
海
側
で
は
臨
海

工
業
用
地
の
造
成
も
行
わ
れ
、
商
工
業

の
集
積
や
人
口
分
布
は
、
稚
内
駅
前
や

中
央
地
区
か
ら
ジ
ワ
リ
ジ
ワ
リ
と
南
へ

移
動
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
大
正
生
ま
れ
の
祖
父
（
谷 

二
三
氏
）

が
、
オ
レ
ン
ジ
通
り
の
ど
真
ん
中
（
前

ペ
ー
ジ
・
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
参
照
）
で
谷

金
物
商
事
を
個
人
で
創
業
し
た
の
が
昭

和
２９
年
。
当
時
ま
だ
多
く
の
人
が
「
南

の
あ
ん
な
場
所
で
仕
事
が
で
き
る
の

か
？
」と
半
信
半
疑
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

独
立
を
目
指
す
実
業
家
は
、
祖
父
ら
と

と
も
に
南
で
続
々
と
開
業
し
、
南
稚
内

商
店
会
の
前
身
の
よ
う
な
組
織
を
つ
く

り
、
こ
の
場
所
で
黎
明
期
の
商
店
街
を

形
成
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
商
店
会
は
父（
本
山
忠
信
氏
）の
時

代
に
な
る
と
『
オ
レ
ン
ジ
通
り
商
店
街

振
興
組
合
』
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

昭
和
５２
年
の
発
足
時
の
加
盟
組
合
員
は

５８
名
を
数
え
る
ほ
ど
興
隆
を
極
め
て
い

ま
し
た
。
私
も
よ
く
記
憶
し
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
の
頃
の
オ
レ
ン
ジ
通
り
に

は
様
々
な
業
種
の
店
が
並
び
、
こ
の
通

り
一
本
に
何
も
か
も
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
、
雑
貨
、
衣
料
品
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
、
薬
屋
に
お
も
ち
ゃ
屋
、
レ
コ

ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
ま
で
揃
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
生
粋
の
オ
レ
ン
ジ
通
り
育
ち

の
私
で
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
小
僧
と
化
し

て
い
た
少
年
期
は
街
の
変
化
に
気
づ
か

な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
高

校
を
出
て
す
ぐ
、
当
時
金
沢
市
に
あ
っ

た
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
養
成
す
る
サ
ッ
カ
ー

の
専
門
学
校
に
進
学
し
、
卒
業
後
も
向

こ
う
で
就
職
し
た
た
め
、
約
１０
年
ほ
ど

稚
内
を
留
守
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て

再
び
オ
レ
ン
ジ
通
り
に
帰
っ
て
く
る
と
、

か
つ
て
子
ど
も
や
家
族
連
れ
の
声
が
響

い
て
い
た
賑
や
か
な
商
店
街
は
、
い
つ

し
か
夜
の
歓
楽
街
へ
と
大
き
く
変
貌
を

遂
げ
て
い
る
の
で
し
た
。

　

そ
の
最
大
の
要
因
は
、
旭
川
以
北
最

大
の
売
場
面
積
を
有
す
る
大
型
商
業
施

設
が
大
黒
４
丁
目
に
オ
ー
プ
ン
（
駅
前

か
ら
南
へ
移
転
）
し
た
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
オ
レ
ン
ジ
通

り
商
店
街
の
多
く
の
店
で
売
上
が
減
少

し
、
経
営
者
は
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
ど
う
や
っ
て
再
起
を
図
る
か
。

そ
の
答
え
が
飲
食
店
・
飲
み
屋
さ
ん
が

連
な
る
街
へ
の
新
陳
代
謝
で
し
た
。
や

が
て
人
口
を
し
の
ぐ
規
模
の
歓
楽
街
が

形
成
さ
れ
、
市
民
の
夜
の
社
交
場
と
し

て
、
味
や
サ
ー
ビ
ス
を
競
い
合
う
よ
う

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
周
辺
に
は
新

し
く
ホ
テ
ル
も
誕
生
し
、
旅
行
者
や
出

張
で
来
ら
れ
る
宿
泊
客
も
増
え
、
交
流

の
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
課
題
も
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昼
間
の
賑
わ
い
の
創
出
。
飲
食
店
の
人

手
不
足
の
解
消
。
新
規
参
入
者
へ
の
支

援
。
イ
ベ
ン
ト
の
協

力
態
勢
づ
く
り
な
ど

を
通
し
て
、
商
店
街

全
体
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
以
前
か
ら

市
内
で
囁
か
れ
て
い
る
「
夕
食
難
民
」

を
な
く
す
と
と
も
に
、
ラ
ン
チ
営
業
の

充
実
も
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
５
年
３
月
末
現
在
、
加
盟
組
合

員
は
１６
名
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
キ

ー
に
な
る
マ
ン
パ
ワ
ー
も
あ
り
ま
す
し
、

同
世
代
の
仲
間
が
い
る
の
で
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
南
稚
内
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。
商
店
街
振
興
組
合
が
主
催
す
る

〝
南
の
お
ま
つ
り
〞と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る『
稚
内
南
神
社
例
大
祭
（
オ
レ
ン
ジ

通
り
夏
祭
り
）』
も
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
以

前
の
姿
に
戻
り
ま
す
。
内
容
を
検
討
中

で
す
の
で
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

本山　哲司さん（48）
㈱谷金物商事　代表取締役

オ
レ
ン
ジ
通
り
商
店
街
振
興
組
合

専
務
理
事 

兼 

青
年
部 

部
長

本
山 
哲
司
さ
ん
に
聞
く

2020・2021年はコロナのた
め中止。昨年は感染拡大を防
ぐためテイクアウトにて開催。

写真は2018年のお祭りの風景。例年8月10～12日に行
われ、オレンジ通りにはズラリと露店が。ビアガーデン
特設会場も設けられ、女神輿パレード、カラオケ大会、花火
大会なども催され、南稚内が祭り一色に燃えあがります。

建
築
金
物
、建
築
部
材
を
幅
広
く
取
り
扱
う
金
物
屋
の
プ
ロ
。

仕
事
柄
な
の
か
、ま
さ
に
縁
の
下
の
力
持
ち
と
い
う
印
象
。

南
稚
内
の
地
域
振
興
と
活
性
化
の
先
頭
に
立
ち
な
が
ら
、

北
海
道
サ
ッ
カ
ー
協
会
理
事
と
し
て
も
熱
心
に
活
動
。

み
ど
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
副
理
事
長
と
し
て

稚
内
の
ス
ポ
ー
ツ（
サ
ッ
カ
ー
）少
年
の
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。

つ
ぎ
ぞ
う

◀南神社祭の昨年のポスターとビアガーデンチケット

YouTube

◀オレンジ通り夏祭りの
　動画はこちらから。
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Discussion

南稚内の重鎮4人による
ディスカッション
大黒地区発展協議会

座 談 会

初代会長

畑野　忠さん
●生年月日／昭和15年6月7日

末広3丁目にて㈲ワークショップ
ハタノ（作業服、作業用品販売
店）を経営。
社歴／昭和45年、ハタノ靴店を
個人開業（当初は緑、のち大黒
へ移転）。昭和49年、㈲ハタノ
靴店として法人化。昭和53年、
丸金生友店内に支店開設（平
成3年、丸金生友店閉店に伴い
支店を閉鎖）。平成3年、作業服
等販売のワークショップハタノを
開店。平成22年ハタノ靴店閉
店。平成23年8月㈲ワークショッ
プハタノに商号変更。令和２年
８月、長男の畑野 真一 氏に事
業を承継。
㈲ワークショップハタノ
稚内市末広3丁目2番24号

二代目会長

武藤　雅史さん
●生年月日／昭和22年10月27日

葬儀業を営み、市内3か所に斎
場（むとう市民斎場、家族葬専
用さくらホール、家族葬邸宅こす
もす）を有する。今年４月には豊
富町に新しい斎場「とよはなホー
ル」が完成。
社歴／父（武藤元四郎氏）が
個人で浜頓別町で葬祭業を開
始。昭和42年、浜頓別町から稚
内市へ移転。昭和52年㈱稚内
博善社として法人化。平成元年
に事業を承継し、代表取締役に
就任。平成14年、㈱武藤はく
ぜんに商号を変更。現在は子息
（武藤尚氏）に事業を承継。
㈱武藤はくぜん
稚内市大黒３丁目６番３６号
https://mutou-h.com

三代目会長

木越　将雄さん
●生年月日／昭和31年8月29日

大黒3丁目にてコンビニエンスス
トア「セイコーマート大黒店」を経
営。㈱木越商店として酒類小売
卸売業も営む。
社歴／大黒にてセイコーマート
大黒店、及び酒類の卸・小売
業、オレンジ通りにて不動産賃
貸業（ＮＫビル）も営む。なかせき
商事㈱わっかない給油所移転
後、更地となった隣地を取得し、
令和3年にセイコーマート大黒店
を改装し、ホットシェフ、ホットシェ
フベーカリーを導入。平成10年、
先代（木越 信雄 氏）の死去に
伴い、代表取締役に就任。
㈱木越商店
稚内市大黒3丁目4番44号

副会長

宮原　俊治さん
●生年月日／昭和33年9月21日

大黒３丁目にて㈲太陽堂眼鏡
店を経営。
社歴／昭和36年、父（宮原 文
人 氏）が留萌市で眼鏡店を創
業。昭和43年、稚内店を中央地
区に開店。自身は日本眼鏡専門
学校に学び、在学中より都内の
眼鏡店で修業をし北海道に帰
郷すると同時に稚内店に勤務。
平成4年、大黒3丁目に移転。平
成18年、それまで支店であった
稚内店を㈲太陽堂眼鏡店本店
とし、代表取締役に就任。メガネ
加工はもちろん、銀ロウ付、鼻盛
等、修理も可能な限り行っている。
㈲太陽堂眼鏡店
稚内市大黒3丁目2番10号
http://www.eye-taiyodo.jp
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■
大
黒
と
は
ど
ん
な
地
域
、マ
チ
な
の
か

武
藤　
簡
単
に
言
う
と
、
大
黒
は
中
央
地
区

の
人
か
ら
言
わ
せ
る
と
第
二
勢
力
な
の
で
す
。

　

昔
の
稚
内
の
経
済
の
中
心
は
中
央
地
区
で
、

私
た
ち
は
中
央
商
店
会
や
中
央
が
組
織
し
て

い
た
専
門
店
会
に
入
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
専
門
店
会
に
加
入
で

き
な
か
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｃ
（
日

商
連
）
が
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
た
め
、

そ
こ
に
南
の
人
が
属
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
同
じ
稚
内
で
あ
り
な
が
ら
も
南

は
常
に
振
り
分
け
ら
れ
、
会
議
で
発
言
し
て

も
「
武
藤
さ
ん
は
南
の
人
だ
か
ら
ね
」
と
、

い
な
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
は
も
う
誰
も
そ

ん
な
こ
と
を
言
う
人
は
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
。

木
越　

大
黒
に
は
オ
レ
ン
ジ
通
り
が
あ
り
、

中
央
に
匹
敵
す
る
ホ
テ
ル
も
あ
り
ま
す
。
昼

の
顔
と
夜
の
顔
、
地
元
の
顔
と
他
所
か
ら
訪

ね
て
く
れ
る
人
た
ち
の
顔
が
混
在
し
て
い
る

こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
Ｊ
Ｒ
南
稚
内
駅

は
大
き
さ
や
キ
レ
イ
さ
で
は
稚
内
駅
に
太
刀

打
ち
で
き
ま
せ
ん
が
、
乗
降
客
数
を
み
る
と

そ
れ
ほ
ど
差
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宮
原　
私
が
稚
内
店
を
任
さ
れ
た
当
初
、
店

は
中
央
に
あ
り
ま
し
た
。
大
黒
へ
移
転
し
た

の
は
昭
和
５８
年
で
し
た
が
、
そ
の
頃
の
大
黒

は
住
宅
街
と
い
う
印
象
で
し
た
。
中
央
の
老

舗
メ
ガ
ネ
屋
さ
ん
に
、
ご
挨
拶
が
て
ら
移
転

を
告
げ
る
と
「
お
ま
え
、
南
は
商
売
に
な
ら

ん
ぞ
。
メ
ガ
ネ
は
中
央
で
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
う
言
わ
れ
て
店
を
畳
む
の
は
悔
し
い
の
で
、

見
返
し
た
い
一
心
で
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。

（文中 敬称略）
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ま
せ
ん
。

武
藤　
今
ま
さ
に
秋
田
が
洋
上
風
力
で
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
私
は
稚
内
の
秋
田
県
人

会
・
副
会
長
で
も
あ
り
、
視
察
に
行
っ
て
こ

よ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

■
大
黒
地
区
発
展
協
議
会
の
設
立
目
的

畑
野　

大
黒
３
丁
目
〜
４
丁
目
に
か
け
て
、

宗
谷
本
線
沿
い
に
広
が
っ
て
い
た
巨
大
な
旧

国
鉄
官
舎
跡
地
が
、
市
に
譲
渡
さ
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
大
発
協
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
活
用
方
法
を
市
に
任
せ
て
し
ま
う
の
で

は
な
く
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
が
知

恵
を
出
し
合
い
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
、

立
ち
上
げ
た
会
な
の
で
す
。
あ
る
程
度
の
人

数
が
集
ま
れ
ば
、
市
役
所
が
何
を
作
る
に
し

て
も
相
談
で
き
る
団
体
と
し
て
機
能
し
ま
す

し
、
こ
ち
ら
か
ら
も
陳
情
で
き
ま
す
。

宮
原　
つ
け
加
え
ま
す
と
、
南
地
区
の
発
展
、

活
性
化
を
と
も
に
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
目

的
で
し
た
。
平
成
7
年
に
準
備
委
員
会
を
設

立
し
、
翌
8
年
に
設
立
総
会
を
開
催
。
会
の

範
囲
は
大
黒
1
丁
目
〜
5
丁
目
ま
で
と
し
、

日
中
に
営
業
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に

様
々
な
業
種
の
企
業
人
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
初
期
の
メ
ン
バ
ー
は
２１
人
で
、
現
在

は
３５
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

お
話
の
あ
っ
た
国
鉄
官
舎
跡
地
を
ど
う
活

か
し
て
い
く
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
相
互
の
親
睦
、
大
発
協
を
市
民
に

広
く
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ア
イ
ス
キ

ャ
ン
ド
ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

木
越　
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を
２６
年
も
人
力

で
続
け
て
き
た
こ
と
っ
て
ス
ゴ
い
で
す
よ
ね
。

な
い
ん
で
す
よ
ね
。
本
当
の
話
。

　

人
口
が
４
万
人
だ
っ
た
頃
で
す
が
、
当
時

の
稚
内
市
長
だ
っ
た
浜
森
さ
ん
が
「
４
万
人

都
市
だ
け
れ
ど
１０
万
人
都
市
に
匹
敵
す
る
く

ら
い
の
経
済
力
が
我
が
街
に
は
あ
る
」
と
豪

語
し
て
い
た
も
の
で
す
。

畑
野　

話
が
反
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

稚
内
に
は
そ
の
昔
（
太
平
洋
戦
争
後
）
、
米

軍
が
駐
留
し
て
い
た
で
し
ょ
。
私
の
時
代
の

初
任
給
は
７
千
円
く
ら
い
の
も
の
で
し
た
が
、

米
軍
の
あ
の
人
た
ち
は
、
聞
い
た
と
こ
ろ
で

は
最
低
で
も
２０
万
円
も
ら
っ
て
い
た
と
。
全

く
も
っ
て
次
元
が
違
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う

人
た
ち
が
消
費
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
稚

内
の
経
済
が
潤
っ
た
背
景
も
あ
っ
た
と
思
う

の
で
す
。

　

の
ち
に
似
た
よ
う
な
現
象
が
、
サ
ハ
リ
ン

の
ロ
シ
ア
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

武
藤　
ロ
シ
ア
人
相
手
に
一
番
儲
か
っ
た
の

は
畑
野
さ
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
彼
ら
が

船
か
ら
降
り
て
、
稚
内
で
タ
ク
シ
ー
に
乗
り

目
指
し
た
先
は
「Shop H

atano
!

」

 

（
一
同
爆
笑
）

木
越　
米
軍
の
人
た
ち
が
来
て
稚
内
経
済
が

潤
っ
た
。
蟹
を
持
ち
込
ん
だ
ロ
シ
ア
人
が
来

て
、
景
気
の
風
が
最
大
瞬
間
風
速
の
よ
う
に

吹
い
た
。
現
在
で
言
え
ば
、
稚
内
の
風
力
発

電
や
送
電
線
事
業
が
似
た
よ
う
な
バ
ッ
ク
ボ

ー
ン
に
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
工

事
関
係
で
約
２
千
人
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

稚
内
は
毎
年
７
０
０
人
前
後
の
人
口
が
減
り

続
け
て
い
ま
す
か
ら
、
観
光
客
も
含
め
外
か

ら
迎
え
る
こ
と
も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
り

　

大
黒
の
背
後
に
は
、
緑
と
い
う
さ
ら
に
大

き
な
住
宅
地
が
控
え
て
い
ま
す
の
で
、
人
々

の
生
活
に
密
着
し
た
店
を
や
る
ん
だ
っ
た
ら
、

十
分
に
可
能
性
の
あ
る
地
域
だ
な
と
、
当
初

か
ら
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

畑
野　
稚
内
と
い
う
街
は
陸
伝
い
の
島
み
た

い
な
も
の
で
し
た
よ
。
こ
こ
か
ら
街
ら
し
い

街
は
名
寄
ま
で
行
か
な
い
と
な
い
の
で
す
。

そ
の
意
味
で
は
競
争
が
少
な
く
、
「
稚
内
価

格
」
と
い
う
言
葉
も
登
場
し
た
ほ
ど
で
す
。

ど
の
業
種
も
景
気
は
相
当
良
か
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

　

例
え
話
で
す
が
、
１
０
０
円
の
モ
ノ
を
買

う
時
に
、
数
キ
ロ
先
の
あ
の
店
が
５
円
安
い

か
ら
そ
こ
で
買
う
、
な
ん
て
い
う
風
習
は
稚

内
に
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
街
の
人
は

意
外
と
大
雑
把
で
ね
。
だ
か
ら
稚
内
し
ん
き

ん
さ
ん
が
伸
び
た
の
も
、
そ
う
い
う
街
柄
が

あ
っ
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

 

（
一
同
爆
笑
）

　

昔
の
う
ち
の
店
は
本
当
に
小
さ
な
靴
屋
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
お
客
さ
ん
の
中
に
は

「
一
番
高
い
ヤ
ツ
を
く
れ
」
と
い
う
人
が
何

人
も
い
た
も
の
で
す
。

武
藤　
お
正
月
用
に
注
連
飾
り
を
販
売
し
て

い
ま
し
た
が
、
安
い
の
な
ん
か
は
全
然
売
れ

宮
原　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
作
り
始
め
た
の
は

市
長
賞
を
受
賞
し
た
２
０
０
０
年
か
ら
で
す

が
、
私
た
ち
は
設
営
に
重
機
を
使
わ
な
い
の

で
す
。
雪
捨
て
場
（
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力

本
部
稚
内
地
域
事
務
所
管
轄
）
を
有
効
利
用

し
て
い
る
た
め
、
お
金
は
ほ
と
ん
ど
掛
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

木
越　
一
時
は
中
央
を
含
め
て
全
市
的
に
ア

イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
の
輪
が
広
が
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

武
藤　

結
果
的
に
鉄
道
跡
地
に
、
当
時
北

（
宝
来
）
に
あ
っ
た
市
立
図
書
館
を
持
っ
て

き
た
こ
と
は
、
最
高
の
選
択
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
稚
内
市
で
最
も
利

用
さ
れ
る
公
共
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
け
れ

ど
、
図
書
館
建
設
運
動
を
進
め
て
い
た
時
に

は
随
分
と
批
判
さ
れ
た
も
の
で
す
。

木
越　

も
と
も
と
北
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、

そ
こ
か
ら
移
す
と
な
る
と
北
の
人
の
気
持
ち

も
分
か
ら
な
い
で
は
な
い
け
れ
ど
も
…
。

武
藤　
「
市
に
予
算
な
ど
な
い
の
に
、
な
ぜ

わ
ざ
わ
ざ
お
金
を
掛
け
て
図
書
館
を
南
に
移

す
必
要
が
あ
る
の
か
」
と
。

　
そ
れ
で
も
市
議
会
で
こ
う
説
き
ま
し
た
。

　
「
ど
こ
の
家
で
も
例
え
ど
ん
な
に
貧
し
く
て

も
子
ど
も
が
勉
強
し
た
い
、
進
学
し
た
い
と

な
っ
た
ら
、
親
と
し
て
一
生
懸
命
教
育
に
お

金
を
掛
け
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
町
も
同

じ
で
す
。
図
書
館
は
教
育
の
場
で
す
。
だ
か

ら
予
算
的
に
厳
し
い
と
し
て
も
、
優
秀
な
人

間
を
育
て
る
た
め
に
は
図
書
館
は
必
要
で
す
。

図
書
館
に
お
金
を
掛
け
る
こ
と
は
市
民
の
教

育
に
お
金
を
掛
け
る
こ
と
な
の
で
す
」
と
。

宮
原　
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
事
業
の
「
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
・
ラ
ン

タ
ン
」
作
り
も
始
ま
り
ま
し
た
。

武
藤　
カ
ボ
チ
ャ
を
つ
く
っ
て
い
る
農
家
の

知
り
合
い
が
い
て
、
畑
を
貸
し
て
も
ら
っ
て
。

木
越　
苗
ま
で
は
育
て
て
も
ら
い
、
自
分
た

ち
で
畑
に
植
え
て
収
穫
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
で
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
事

業
で
も
稚
内
し
ん
き
ん
南
支
店
の
み
な
さ
ん

に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

畑
野　
そ
の
意
味
で
は
大
発
協
の
活
動
は
南

支
店
な
し
に
は
継
続
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

木
越　
図
書
館
が
で
き
た
以
上
は
、
誘
致
し

た
我
々
が
責
任
を
持
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
た
め
に
『
図
書
館
友
の
会
』
（
平
成
１５
年

設
立
／
メ
ン
バ
ー
は
大
発
協
と
重
複
）
を
組

織
し
た
意
義
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

武
藤　
も
う
一
方
の
鉄
道
跡
地
に
は
、
子
育

て
支
援
住
宅
で
あ
る
道
営
住
宅
『
で
あ
え
ー

る
大
黒
』
が
建
ち
、
こ
の
地
域
に
子
ど
も
が

増
え
た
こ
と
は
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

市
の
中
で
町
内
会
と
し
て
唯
一
戸
数
が
増
え

て
い
る
の
は
大
黒
だ
け
で
あ
り
、
今
後
も
み

な
さ
ん
と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

■
大
黒
や
南
稚
内
の
展
望
と
課
題

畑
野　
旧
稚
内
海
員
会
館
の
再
開
発
も
気
に

な
り
ま
す
が
、
信
金
さ
ん
の
新
し
い
南
支
店

に
、
こ
こ
に
い
る
全
員
が
期
待
し
て
い
ま
す
。

木
越　
新
南
支
店
ビ
ル
は
国
道
４０
号
を
挟
み
、

う
ち
（
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
大
黒
店
）
の
向
い

で
す
。
こ
の
一
角
か
ら
新
し
い
大
黒
、
南
稚

内
が
動
き
出
す
と
思
え
ば
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

私
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
す
つ
も
り
で
す
。

武
藤　
こ
の
地
域
に
第
一
に
必
要
な
こ
と
は

意
識
改
革
で
す
。
地
域
の
人
が
地
域
を
愛
し
、

地
域
を
ど
う
し
て
い
く
か
を
地
域
で
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
入
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
ふ
る
さ
と
作
り
で
す
。
一
度

都
市
へ
出
て
、
学
ん
だ
子
ど
も
が
帰
っ
て
こ

れ
る
場
所
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

宮
原　
今
日
お
集
ま
り
の
諸
先
輩
方
は
ど
な

た
も
時
代
や
状
況
が
変
わ
っ
て
も
変
化
に
対

応
し
て
き
た
優
れ
た
経
営
者
ば
か
り
で
す
。

商
店
街
う
ん
ぬ
ん
の
前
に
個
店
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
こ
そ
が
重
要
で
、
私
も
基
本
に
立
ち
返

り
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
と
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
稚
内
に
は
稚
内
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
認

定
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
情
報
発
信
力
が
弱

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
街
に
は
肉
・
魚
・
牛
乳
と
ど
こ
に
も

負
け
な
い
一
級
品
の
食
材
が
豊
富
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
感
動
さ
せ
る
く
ら

い
の
レ
ベ
ル
で
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
お
店
が

少
な
く
、
対
外
的
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

武
藤　
そ
こ
が
問
題
な
の
で
す
。
自
分
も
観

光
す
る
立
場
に
な
る
と
分
か
る
こ
と
で
す
が
、

旅
の
楽
し
み
は
非
日
常
的
な
風
景
を
観
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
土
地
で
美
味
し
い

料
理
を
味
わ
う
こ
と
こ
そ
が
醍
醐
味
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
ど
こ
へ
行
け
ば
美
味
し
い
も

の
が
食
べ
ら
れ
る
の
か
分
か
ら
な
い
で
は
困

り
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
そ
れ
が
分
か
る
よ
う
に

情
報
発
信
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

木
越　
料
理
人
を
市
が
誘
致
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
可
能
な
の
で
は
？

宮
原　
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
期
の
考
え
方
と
し

て
、
料
理
人
を
公
務
員
と
し
て
雇
用
で
き
る

時
代
が
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
稚
内
大
谷

高
校
に
調
理
師
コ
ー
ス
を
つ
く
る
こ
と
は
？

武
藤　
ど
ち
ら
も
で
き
る
は
ず
で
す
。
待
遇

が
良
け
れ
ば
優
れ
た
料
理
人
を
誘
致
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
し
、
大
谷
高
校
に
料
理
人
を

養
成
す
る
コ
ー
ス
を
新
設
す
る
こ
と
は
緊
急

課
題
と
し
て
受
け
止
め
る
べ
き
で
す
。

畑
野　
ヤ
ル
気
と
知
恵
を
出
し
合
え
ば
、
ま

す
ま
す
明
る
い
希
望
が
持
て
ま
す
ね
。

稚
内
の
食
文
化
を
育
て
、情
報
発
信
し
て
い
こ
う
。

Discussion

南稚内の重鎮4人による
ディスカッション
大黒地区発展協議会

座 談 会

ワークショップハタノと
開店祝いの花が見える
昔のハタノ靴店

武藤フラワーの
meguruhanaと
武藤はくぜんの前身

木越商店が営む
セイコーマート
大黒店

太陽堂眼鏡店 今昔
昭和を物語る
レトロな看板

※大発協＝大黒地区発展協議会

図書館友の会／花いっぱい運動 図書館友の会／イルミネーション 大発協／アイスキャンドル事業

図書館友の会／ハロウィン事業 大発協・図書館友の会／夢灯り 大発協／新聞やテレビでも報道

▼一番左／稚内しんきん南支店 牧野哲也 支店長
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新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
風

稚
内
市
に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
！

M
ID
O
R
I S
P
O
R
T
S
 C
LU
B
 W
A
K
K
A
N
A
I

み
ど
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
わ
っ
か
な
い

運
動
神
経
の
発
達
が
決
ま
る
重
要
時
期

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
ヒ
ト
に
一
生

に
一
度
だ
け
訪
れ
る
、
運
動
神
経
が
伸
び

る
黄
金
期
の
こ
と
。
ど
う
や
ら
子
ど
も
の

運
動
神
経
を
良
く
し
た
い
と
思
う
の
な
ら
、

そ
の
時
期
の
最
適
な
過
ご
し
方
に
つ
い
て

私
た
ち
は
知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
ア
メ
リ
カ
の
医
学
者
で
あ
る
ス
キ
ャ
モ

ン
博
士
が
１
９
２
８
年
に
発
表
し
た
と
さ

れ
る
『
ス
キ
ャ
モ
ン
の
発
育
曲
線
・
成
長

曲
線
』
は
、
今
や
全
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
科

学
の
バ
イ
ブ
ル
と
も
呼
ば
れ
、
要
約
す
る

と
ヒ
ト
の
神
経
機
能
は
5
歳
頃
ま
で
に
約

８０
%
、
１２
歳
頃
に
は
ほ
ぼ
１
０
０
%
形
成

さ
れ
る
と
提
唱
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち

●
プ
レ
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
5
〜
８
歳
頃

●
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
９
〜
１２
歳
頃

と
さ
れ
、
そ
の
時
期
を
ど
う
過
ご
す
か
に

よ
っ
て
、
以
後
の
運
動
能
力
が
決
ま
っ
て

し
ま
う
と
の
こ
と
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
子
ど
も
の
運
動
は
身
体
の
成

長
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
へ
の
意
欲
、
心

の
発
達
も
促
し
ま
す
。
よ
り
飛
躍
的
な
心

身
の
成
長
を
願
う
た
め
に
も
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
発
達
状
況
に
合
わ
せ
た
ス
ポ

ー
ツ
や
遊
び
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
さ
て
、
２
０
２
０（
令
和
２
）年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
稚
内
市
み
ど
り
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
を
拠
点
と
す
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
『
み
ど
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
わ
っ

か
な
い
』
で
は
、
幼
児
・
小
学
生
向
け
の

『
忍
者
ナ
イ
ン
』
と
い
う
新
し
い
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ボ
が
今
春
５
月
１０
日
に
開
校
を
迎
え

ま
す
。

　
こ
の
忍
者
ナ
イ
ン
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ

こ
そ
が
、
ま
さ
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
世

代
の
子
ど
も
の
た
め
に
生
ま
れ
た
素
晴
ら

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
す
。

　
大
都
市
か
ら
普
及
し
、
現
在
、
全
国
に

２
千
教
室
以
上
が
展
開
さ
れ
、
大
人
気
を

博
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
稚
内
で
も
無
料

体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
興
味
の

あ
る
方
は
問
い
合
わ
せ
て
み
て
は
。

　
同
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
長
・
古
川
さ
ん
に

よ
る
と
「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る

た
め
に
東
京
の
ラ
ボ
へ
視
察
に
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
東
京
で
も
子
ど
も
た
ち
は
忍

者
仕
様
の
忍
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
、
み
ん
な

楽
し
そ
う
に
ハ
シ
ャ
ギ
な
が
ら
、
走
る
、

跳
ぶ
、
投
げ
る
、
打
つ
、
蹴
る
、
組
む
な

ど
の
動
作
を
身
に
つ
け
て
い
ま
し
た
。
」

　
忍
者
ナ
イ
ン
が
凄
い
の
は
、
動
作
解
析

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
適
正
ナ
ビ
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
の
運
動
能
力
を
細
か
く

６０
段
階
に
見
え
る
化
（
情
報
の
視
覚
化
）

し
、
様
々
な
分
野
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
し
、
一
人
ひ
と
り
に

対
し
て
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
や
競
技
に
向
い

て
い
る
か
を
診
断
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

　
同
ク
ラ
ブ
の
理
事
長
を
務
め
る
木
村
さ

ん
は
、
２０
年
ほ
ど
前
か
ら
稚
内
で
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
と
『
チ
ー
ム

シ
ー
モ
ア
』
と
い
う
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
育

成
し
、
現
在
ま
で
に
全
国
大
会
で
活
躍
す

る
多
く
の
選
手
（
こ
れ
ま
で
に
５
人
の
プ

ロ
を
輩
出
）
を
育
て
て
き
た
全
国
屈
指
の

稚
内
が
誇
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
で
す
。

　
「
よ
く
み
な
さ
ん
〝
あ
の
子
は
運
動
神

経
が
良
い
〞
と
か
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
実

は
生
ま
れ
つ
き
運
動
神
経
が
良
い
子
っ
て

多
分
い
な
い
の
で
す
。
や
は
り
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
エ
イ
ジ
世
代
に
養
わ
れ
た
も
の
が
基

本
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
全
日
本
選
手

権
大
会
に
出
場
す
る
子
た
ち
も
特
段
最
初

か
ら
何
か
に
突
出
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
は
、
選
手
の
才
能
が
開
花

し
、
上
手
く
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
何
か
と

言
い
ま
す
と
、
実
は
そ
の
人
が
競
技
に
対

し
て
上
手
く
な
り
た
い
、
勝
ち
た
い
と
思

っ
た
瞬
間
か
ら
な
の
で
す
。
そ
の
時
か
ら
、

み
る
み
る
上
達
し
ま
す
。
そ
う
な
る
と
自

ず
と
私
生
活
で
の
立
ち
振
る
舞
い
も
変
わ

り
、
一
人
の
人
間
と
し
て
も
立
派
な
ス
ポ

ー
ツ
選
手
に
育
っ
て
い
き
ま
す
。
昨
今
の

Ｗ
Ｂ
C
で
の
大
谷
選
手
を
例
に
出
す
ま
で

も
な
く
、
勝
ち
負
け
を
超
え
た
と
こ
ろ
で

誰
も
が
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
し
ま
う
、
人

格
者
の
あ
の
姿
こ
そ
が
ス
ポ
ー
ツ
の
神
髄

で
あ
る
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。
」

小
さ
な
街
で
も
全
国
大
会
で
活
躍
す
る

ア
ス
リ
ー
ト
を
育
成
で
き
る

　
古
川
さ
ん
の
お
話
で
は
『
ス
ポ
ー
ツ
都

市
・
稚
内
』
の
実
現
に
向
け
て
大
き
な
力

を
貸
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
地
域
で
成
功

を
収
め
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
木
村

さ
ん
に
、
何
と
し
て
も
理
事
長
を
や
っ
て

も
ら
い
た
か
っ
た
の
だ
と
か
。

　
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
の
ス
ポ
ー
ツ
や
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
の
た
め
に
転
換
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

や
が
て
カ
ー
リ
ン
グ
や
武
道
で
も
優
れ
た

選
手
が
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
巣
立

っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
る
か
ら
で
す
。」

　
そ
こ
で
、
木
村
さ
ん
に
、
い
か
に
し
て

今
日
の
名
門
チ
ー
ム
シ
ー
モ
ア
を
築
い
て

き
た
の
か
を
お
聞
き
す
る
と
「
キ
ッ
ズ
ス

ク
ー
ル
に
は
約
５０
名
が
参
加
し
、
冬
に
２

ヶ
月
か
け
て
安
全
で
楽
し
い
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
教
え
て
い
ま
す
。
そ
の
上
部
組
織
に

チ
ー
ム
シ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
こ
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
は
全
国
大
会
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ

ー
ト
選
手
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
２５
名
前
後
が
所
属
し
、
稚
内

は
じ
め
名
寄
、
枝
幸
、
遠
く
は
羽
幌
、
旭

川
な
ど
道
北
各
地
か
ら
参
加
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
か
ら
毎
年
数

名
が
自
発
的
に
選
手
を
目
指
し
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
に
上
が
っ
て
く
る
感
じ
で
す
。

　
稚
内
の
よ
う
な
小
さ
な
街
で
す
と
、
全

国
大
会
で
表
彰
台
に
立
つ
こ
と
が
な
か
な

か
現
実
味
が
な
い
の
で
す
が
、
決
し
て
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
証

明
し
た
く
て
、
小
さ
な
ス
キ
ー
場
で
も
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
次
第
で
は
日
本
の
頂
点
ま
で

登
り
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
実
例

と
し
て
、
今
後
は
稚
内
の
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

に
も
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思

い
、
理
事
長
役
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
」

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
世
代
か
ら
運
動
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
、
専
門
性
の
高
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
将
来
的
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
舞
台
で
活
動
す
る
選
手
が

稚
内
か
ら
生
ま
れ
、
そ
の
選
手
と
ク
ラ
ブ

を
こ
の
街
全
体
で
支
援
し
て
い
く
｜
、
そ

の
高
い
理
想
に
燃
え
、
古
川
さ
ん
と
木
村

さ
ん
を
は
じ
め
、
他
の
種
目
の
運
営
会
員

が
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
と
言
え
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
す
の
で
、
年
齢
、
興
味
関
心
、
技

術
技
能
レ
ベ
ル
等
に
応
じ
た
様
々
な
ス
ポ

ー
ツ
機
会
を
提
供
す
る
〝
多
種
目
〞〝
多
世

代
〞〝
多
志
向
〞
型
で
す
か
ら
、
誰
も
が
み

ん
な
自
分
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
に
気
軽
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
木
村
さ
ん
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
お
寺

に
出
向
き
、
住
職
（
元
ス
キ
ー
ヤ
ー
）
の
講

話
を
子
ど
も
た
ち
に
聞
か
せ
て
い
る
の
で

す
。
み
ん
な
ピ
ッ
と
座
り
、
ち
ゃ
ん
と
話

を
聞
い
て
い
る
の
で
す
。
大
人
の
我
々
で

も
難
し
い
の
に
。
加
え
て
言
え
ば
、
み
ん

な
挨
拶
も
し
っ
か
り
で
き
る
し
、
礼
儀
正

し
く
て
感
心
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
」

　
「
ど
ん
な
競
技
で
も
技
術
だ
け
で
は
な

く
、
日
本
古
来
か
ら
伝
わ
る
武
道
で
言
う

と
こ
ろ
の
「
心
・
技
・
体
」
の
３
つ
す
べ

て
が
揃
っ
た
時
に
、
い
い
結
果
が
残
る
、

そ
れ
が
僕
の
考
え
方
で
す
。
ま
た
、
地
元

出
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
を
稚
内
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
も
僕
の

中
長
期
的
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。
現
役
を

引
退
し
て
も
地
元
で
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る

仕
事
を
し
な
が
ら
次
世
代
の
指
導
者
に
な

っ
て
も
ら
え
れ
ば
。
」
と
、
誠
実
で
実
に

立
ち
振
る
舞
い
の
美
し
い
木
村
さ
ん
。

　
一
方
、
優
し
い
ま
な
ざ
し
の
古
川
さ
ん

か
ら
の
言
伝
で
す
。
「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
を
目
指
す
競
技
志
向
の
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス

リ
ー
ト
の
み
な
さ
ん
。
無
限
の
可
能
性
が

広
が
っ
て
い
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
世
代

の
子
を
も
つ
保
護
者
の
方
。
そ
し
て
生
き

が
い
と
し
て
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
自
分
の

ペ
ー
ス
を
大
事
に
し
な
が
ら
サ
ー
ク
ル
仲

間
の
輪
を
広
げ
て
み
た
い
と
い
う
方
も
。

ど
う
か
み
な
さ
ん
、
み
ど
り
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
わ
っ
か
な
い
を
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
だ
け
の
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
方
が
、

き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
で
す
か
ら
。
」

ZOOM UP KITA

稚内市

1011
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みどりスポーツクラブわっかない
稚内市みどりスポーツパーク
稚内市緑３丁目１４番１号
　0162-73-4125
　0162-73-4126
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※米国の医学者、人類学者　Scammon，Richard Everingham（1883－1952）

[指定管理者]
一般社団法人 

ゴールデンエイジ世代向け忍者ナインのチラシ

木村さんから指導を受けるスノーボード選手たち

未経験者からアスリートまで対応するカーリング

多くの親子連れの市民で賑わうスポーツフェスタ

わたる

あき ひで

▼みどりスポーツクラブわっかないでは5つのプログラムを用意

理事長 木村　亘さん
１９７４年生まれ、稚内市出身
株式会社 SEAS 代表取締役

チームシーモア代表＆ヘッドコーチ
北海道スキー連盟スノーボード部競技強化委員長

事務局長 古川 亮英さん
１９６９年生まれ、室蘭市出身

NPO法人稚内カーリング協会を経て
稚内市みどりスポーツパーク館長に就任

仲間と一緒にスポーツを継続する
サークルスポーツ

●クラシックバレエ　●ズンバ
●ダンス　●フラダンス
●太極拳　●太極舞

スポーツを通して健康になる
フィットネススポーツ
●プライベートジムの利用

スポーツを体験して楽しむ
エンジョイスポーツ
●柔道　●剣道
●杖道（じょうどう）

●弓道　●アーチェリー

スポーツの技術を磨く
アスリートスポーツ
●Noxus（MSC育英館大学）

カーリングチーム
●ジュニアカーリングクラブ
●スノーボード・チームシーモア

子どもの可能性を拡げる
ジュニアスポーツ
●カーリングスクール
●あそびのひろば
●忍者ナイン

※



本誌の印刷には
環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。 12

主な取引先の後継者 ※2023年2月～2023年4月

稚内信用金庫は中小企業の円滑な事業承継をサポートします！！
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新南支店ビル「みなくる」誕生！
　令和5年5月8日（月）、南支店が新築移転オープンし、新南支店ビル
「みなくる」が誕生いたしました。
　「みなくる」には１階の南支店をはじめ、２階に当金庫営業戦略センター
とシステム情報センター、３階にわかば商事㈱と北都観光㈱が入居して
います。これまで以上に地域の方々に愛されるよう努力してまいりますの
で、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。
　みなさまのご来店を心よりお待ちしております。

Floor
3F

Floor
3F

Floor
2F

Floor
2F

Floor
1F

Floor
1F

　　  企　業　名
有限会社 ミナト
三建設 株式会社
三藤水産 有限会社
なかせき商事 株式会社
株式会社 ミュー不動産
株式会社 山大小林商店
株式会社 稚水エステート
株式会社 大将
株式会社 ほく商
株式会社 横田モータース

所在地
稚内市
稚内市
稚内市
稚内市
稚内市
稚内市
稚内市
稚内市
稚内市
稚内市

　　　 後　継　者
代表取締役　大谷　尚 氏
代表取締役　本田　智裕 氏
代表取締役　須藤　義謙 氏
代表取締役　中川　栄一 氏
代表取締役　森　淑 氏
代表取締役　小林　泰弘 氏
代表取締役　畠中　利治 氏
代表取締役　山口　将晶 氏
代表取締役　石原　崇 氏
代表取締役　加藤 昇一 氏

　就任日
2023/2/1
2023/2/8
2023/2/10
2023/2/18
2023/2/24
2023/2/25
2023/2/28
2023/3/1
2023/3/27
2023/4/6

　　　　　　　備　　　　　　考

前代表取締役の 豊嶋　敏雄 氏 は退任
前代表取締役の 岡田　清一 氏 は取締役相談役に就任

前代表取締役の 小林　俊夫 氏 は代表取締役会長に就任

前代表取締役の 山口　啓次 氏 は代表取締役会長に就任
前代表取締役の 石原　幸一 氏 は代表取締役会長に就任

稚内しんきん

新南支店ビル「みなくる」のご紹介 わかば商事㈱
　火災保険や自動車保険、生命
保険などを取り扱っている保険
代理店です。地域に密着し、お客
さまに喜んでいただける代理店
を目指していきますので、お気
軽にご相談ください。
　0162-24-1312
営業時間／平日9:00～ 17:00

北都観光㈱
　個人旅行・団体旅行、パック
ツアーなどを取り扱っておりま
す。まごころを込めて本当に満
足していただける旅行プランを
ご提案しますので、お気軽にご
相談ください。
　0162-23-3820
営業時間／平日9:00～ 18:00

営業戦略センター（BSC）
　営業戦略センターは、全営業
店の営業推進のまとめ役、営業
店と連携した新たな協働活動拠
点、稚内地区得意先営業チーム
を主要任務としています。
　あらゆる面で地域のみなさま
をサポートできるよう深化して
まいりますので、お気軽にご相
談ください。　 0162-23-5855

システム情報センター（SIC）
　システム情報センターは、コン
ピューターシステムの中核を担う
他、インターネットバンキングや社
内グループウェア、各種システム
の運用・管理を行っています。安
定した金融インフラを提供すると
ともに、多様化するお客さまの
ニーズにお応えできるよう努めて
まいります。    0162-23-7170

南支店
　ロビーは預金と融資の窓口が
ワンフロアになり、お客さまの利
便性が向上しました。お客さま
が休憩できるスペースもご用意
しましたので、ぜひ足をお運びく
ださい！

テナントスペース
展示会や各種イベントを企画し
ています。

新南支店ビル
「みなくる」
稚内市大黒３丁目３番３８号

0162-23-5141
1Fイメージ図

壁や天井は白で、
とても明るく
広々とした印象です。

カフェコーナーができました。

２F・3Fは片側一面が窓です。

※「みなくる」は
　新南支店ビルの愛称です。




